
地

球

第
八
令

姉
三
舵

]
三

四

六

〇

d

コ

ロ

ン

ビ

ヤ

油

田

位
琴

泊
畢
及
産
胡

コ
ロ
ン
ビ
ヤ
北
ハ都
問
に
は
太
平
洋
沿
岸
'

ダ
ク
エ
ン
酸

G
u
tf
of
D
al
ie
n
沿
岸
及
び
マ

グ
ダ
レ
ナ
河

R
･
M
ag
d
aie
na
の
低
地
等
に
石
油
の
兆
候
布
衣
せ
る
を
以
て

一
九

1
五
年
頃
よ
･Q
童
ビ
し
て
米
問
の

資
本
家
の
調
査
並
に
試
掘
に
従
事
し
っ
～
あ
る
も
未

だ充
分
の
成
功
を
見
な
い
｡
底
板
の
世
界
の
託
鎌
に
現
は
れ
た

る
は

1
九
二
二
年
に
し
て
三
二
三
､

〇
〇
〇
喝
で
あ
る
｡

一
九
二
四
年
の
産
額
は
四
四
五
､

〇
〇
〇
時
で
あ
る
｡
産

地
は
マ
グ
ク
レ
ナ
河
の
上
韓
に
し
て
河
口
よ
-
約
三
官
哩
を
振
る
h
i.ン
タ
ン
ダ
ー
州

Santan
d
er

の
イ
ン
フ
ア
ン

ク
ス

Infantas
油
田
で
あ
る
｡
池
袋
は
ポ
ー
メ
二
九
度
帯
皮
の
も
の
で
あ
る
｡

地
質
及
鋳
床

産
油
地
府
は
不
整
倉
的
開
係
に
於
か
れ
た
る
上
部
飴
新
及
び
下
部
中
碑
の
両
系
統
で
あ
る
｡
東
成

は
イ
ン
フ
ア
ン
ク
ス
背
斜
ビ
命
名
さ
れ
た
背
斜
構
造
の
頂
上
に
形
成
さ
れ
て
あ
る
｡
貯
溜
岩
は
砂
暦
で
あ
る
.
日
下

此
の
方
面
の
数
多
の
背
斜
構
造
が
盛
に
試
掘
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
故
'
遠
か
ら
ず
相
皆
の
産
額
に
連
す
る
で
あ
ら

う
｡

摘

録

0

多
田
文
男
､
津
屋
弘
津
'

十
勝
点
火
山
を
構
成
す
る
情
岩

(空

風
冊
圃
大

串
地
感
研
究
所
免
琳

節
二
班
)

此
の
火
山
の
燐
酸
現
象
に
関
し
て
は
倣
り
多
-
今
迄
雑
ぜ
ら
れ
て
居
る

か
ら
裁
単
多
-
首
ふ
必
歩
み
感
じ
な
い
｡
鵬
此
の
槻
鞭
は
ウ
ォ
ル
フ
の

火
山
約
齢
分
封
.1
依
れ
ば
メ
ル
カ
-
I
Li
A･i
つ
て
勧
め
て
嶋
串

さ
れ

Li

･心
ダ
オ
ル
カ
ノ
火
山
の

1
の
鮪
勤
株
式
な
る
m
ウ
〝

ト
ラ
､
ダ
オ
ル

カ

ニ
ク
の
所

動
に
州
常
す
る
も
の
で
あ
っ
て
t
.I,
ゾ
批

火
山
弾
の
少
盈

心

地
出
に
依
っ
て
其
の
折
勘
州
の
判
断
に
迷
ふ
必
要
は
な
い
邸
と
息
ふ
O

此
の
後
年
は
緋
頗
窮
の
岩
石
堺
的
即
死
よ
り
成
り
井
底
に
二
佃

の
北
串

分
析
が
山琳
せ
ら
れ
て
居
る

｡
即
ち
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瓜
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米
持
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あ
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相
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七
光
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分
餓
物
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k= 0.9lj.
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(
二

)

救
新
熔
封
火
山

叩

(
今
川
の
雌
牧
救
後
の
地
山
物
と
L
l,J
火
H

の
内
外
約

二
八
鞘
申
分
米
の
域
内
に
放
胤
し
て
摺
る
含
槻
税
印
石
盤
山

紫
で
あ
る
)
(主
成
介
純
的
)
斜
長
石

(A
b
i
lA
n
5
t)
耽
斜
輝
石
､
紫

輔

瑚
石
及
舷
琉
石
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本
間

)

o
小
金
井
良
精
ア
イ
ノ
民
族
と
其
放
尿
綿
に
他
民
族
と
の

関

係

(東

洋
餅
鵡
五
空
手
讐

7
部

の
論
者
は
ア
イ
ノ
は
モ
ノ
ゴ
-
ア
ブ
だ
と

い
ふ
､
叉

或
静
は
イ
ソ

Z:7富

夫
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地

球

筋
八
番

ヂ
ア
ゾ
に
赦
似
す
る
と
い
ふ
｡

T
八
九
四
年
Li
y

ユ
レ

ノ

ダ
氏
は
ア
イ

ノ
ほ
現
在
の
如
何
な
る
人
揮
型
に
も
協
し
な
い
､

し
か

し

彼
等
は
砧
納

菰
火
縄
に
起
源
し
た
-J
考
へ
ら
れ
る
と
紀
い
た
｡
シ
ユ
レ
ン
ゲ
は
･P
ン

.n
リ
ア
ノ
に
座
迫
さ
れ
て
大
陸
か
ら
其
光
線
の
鵜

々
に
移

っ

た
､
音
並

抑
;=:崖

だ

と
言
明
L
LiO
苅
し
て
触
ら
ば
=
の
大
陸
か
ら
耽
脚

(
の
移

住
油
路
は
湖
肝
と
封
砧
で
あ
っ
た
と
考

へ
ら
れ
る
O
L
か
L
予
は
朝
鮮

%
梅
と
満
洲
に
於
て
共
の
晋
の
見
附
各
級
兄
L
鮮
な

い
､
考
古
単
騎
の

枚
紳
な
研
究
の
約
兆
VtT義

時
代
か
ら
の
ア
イ

ノ
の
迫
仲
は
靭
脈
の
何
桝

に
～
.数
屈
さ
れ
な

い
o
絃
出
物
は
金
-
日
本
列
島
に
伺
限
さ
れ
､
朝
鮮

の
石
界
時
代
出
物
は
今

～
興
っ
た
性
質
の
-
の
で
あ
る
｡
叉
北
方
謙
旗

の
間
に
Jl
ア
イ
ノ
と
泣
い
踊
係
船
す
ら
想
起
ぜ
L
む
る
潜
が
僚
な

い
｡

南
に
向

へ
は
新
石
辞
時
代
ア
イ
ノ
の
迫
物
は
琉
球
列
島
ま
で
は
椛
か
Li

求
め
ら
れ
る
O
そ
こ
で
仝
-
絵
が
穴
へ
て
塞
淘
土
人
は
批
質
が
金
納
襲

っ
て
-
C{･.
1

分
琉
球
に
は
ア
イ
R
の
血
が
日
本
人
よ
り
も
よ
り
多
-
孤

食
し
て
ゐ
る
=
と
が
毅
見
さ
れ
る
｡

放
逸
庄
三
郎
教
授
代
印
庇
の
ト
ダ
族
と
ア
イ
ノ
と
の
赦
似
空

胴
i
)'
マ

ー
シ
ャ
ル
氏
の
研
究
に
従
へ
は
､
ア
イ
ノ
と
マ
レ
イ
訊
概
と
は
知
捌
係

で
あ
り
七

大
沖
洲
の
訴
柵
旗
中
に
ア
イ
ノ
と
共

油

性
私
有
す
る
手
掛
り

が
な
い
o
L
か
し
マ
ニ
ラ
の
人
軸
率
致
授
ぺ
-
ヤ
ー
は
ル
ソ
ン
偽
の
イ

フ
カ
オ
の
問
に
ア
イ
ノ
に
仇
L
i型
か
毅
見
し
､
,汐
オ
イ
ス
は
E=本
月
鋭

党
風
の
土
怨
と
ニ
ユ
ギ
ネ
ア
の
土
人
の
土

辞
に
比
粧
し
て
赦
似
和
雄
見

し
た
｡
次
に
オ
ー
ス
ト
ラ
-
ア
脱
性
比
は
牧
人
と

1
致
す
る
や
･り
･1
γ
.

-
ノ
も
オ
ー
ス
ト
ラ
-
ア
/
-
脚
係
付
け
ら
れ
る
-
皿
ふ
｡
邸
･.g
前
m
人

節
三
班

77
宗

六

二

稀
間
の
狭
頭
､
眉
間
及
府
弓
の
態
度
の
致
頚
と
､
頭
盤
の
波
肋
鮒
巧
'

窪
め
る
脱
､
腔
屯
､
鞍
の
多

い
こ
と
な
ど
が
共
同
件
,船.-
T
,Jと
廷
竹

光
出
水
な
い
O
併
し
も
し
開
柿
族
間
の
本
質
的
捌
係
が
成
立
す
る
株
に

詑
明
さ
れ
る
な
ら
ば
､
共
分
脈
は
懲
-
べ
き
泣
遮
な
過
去
.1
･S
R:･で
わ

ら
う
｡
之
か
嬰
す
る
Li
ア
イ
ノ
は
現
在
の
任
地
に
柑
臆
し
て

T
人
和
島

み
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
｡
(,A
-)

0

小
野
澄
之
助
原

子

の

撃
勤

と

地
球
を
構
成
す
る
物
質
は

づ
き

て

嘉
洋
単
数
五
雪
Ii･響

物

質
は
不
滅
で
､
原
素
は
永
久
不
軽
で
あ
る
と
は
十
九
他
紀
和
菰
L
)て

信
す
り
れ
た
が
､

7
八
九
雪

Ⅹ
粗
の
幣
兄
か
ら
引
頼
4
,
ベ
ル
ケ
ル
紋

の
牧
丘
が
あ
り
'
原
束
は
･3
鶴
に
礎
質
し
tJ
他
の
原
索
に
幽
る
例
が
別

に
な
り
'
原
案
不
易
の
粋
諭
が
破
れ
る
と
北
ハ
に
物
質
不
滅
の
法
則
も
燥

-
な
っ
て
州
封
印
が
出
現
し
た
､
そ
=
で
給
水
地
球
内
部
が
銀
で
め
る

と
い
ふ
散
の
如
さ
も
や
1
怯
く
な
っ
て
rrh
て
地
球
内
部
り
践
カ
の
分
布

と
か
縄
庇
の
分
相
私
考
へ

る
と
蚊
が
原
資
と
し
て
布
衣
し
う
る
や
否
や

が
娩
ふ
'(.4
,郎
兜
と
な
る
0
火
成
山方
の
分
析
の
上
か
ら
-
必
L
も
銭
だ

と
ほ
云
へ
的
ら
し
い
と
て
､
柑
静
と
し
て
太
の
如
-
述
べ
ら
れ
る
｡

1
.
地
球
の
絃
部
祖
鎖
と
諦
断
す
る
邦
由
は
甚
だ
粕
弱
で
あ
る
｡

T
.
火
成
岩
わ
柵
成
す
る
物
質
は
放
談
系
統
と
窒
素
系
統
の
二
系
統
に

分
た
れ
嗣
額
の
比
は
怖
々
酸
寮
と
窒
素
の
原
子
虫
の
克

郎
五
十
三

%
と
四
十
七
%
に
な
る
｡

三
､
地
拭
ね
柵
成
す
る
原
案
の
問
に
は
､
原
子
鮮
易
の
跡
が
認
め
ら
れ

る
0
(Fi:)


